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武蔵野市立第一中学校の開かれた学校づくり協

議会は「モデル校」としての２年間を経て、今年

度も活動をスタートしました。委員は中嶋校長を

はじめとして多様な意見や知恵を集められるよう

様々な立場の１２名で構成されています。 

今年度はテーマとして、①生徒のボランティア

活動、②生徒の居場所づくり、③継続的な運営組

織の体制づくりの３つに重点を置き１年間協議を

していきます。 

 第一中では年に８回程度の協議会を開き、この

地域で一中の生徒たちがよりよい学校生活を送れ

るように議論を重ねています。「ともに子どもたち

を育てる」ための合意形成をはかる場であり、学

校運営のパートナーとして奮闘中です。 

   矢澤委員     榎本委員    井本委員    中嶋校長 
 
 
 
         

 

令和７年度 開かれた学校づくり協議会がスタートしました 

 

武一中サポーターズ～ぶいさぽ～ 

 

※活動は原則無償ですが、交通費程度の謝礼をお支払いします。 

 

委員会活動や会議で部活動を見る教職員が手薄になる時や
各種検定実施の際、ボランティアとしてサポートしてくださ
る方を募集します。 
 

第一中学校では 

部活動の見守り や 

各種検定のお手伝い を 

大募集しています！ 
 

部活動の見守り
校内・校庭を巡回しながら部活動を見守る 

日時：委員会活動のある日・随時見守りが必要 

な日 16～18時（変更する場合もあり） 

各種検定お手伝い
漢検・数検の事務や試験監督 

日時：漢検（R7/11/7 ・ R8/2/6）  

数検（R8/1/17） １～２時間程

度 

対象者： 第一中学校の教育活動にご理解いただき、支援・協力をし

てくださる方 （要登録・ボランティア保険加入あり） 

 

ボランティア

登録フォーム

はこちら⇒ 

問合せ✉：icchu-hirakare@g.musashino-city.ed.jp 

武蔵野市立第一中学校 

 

モデル校としての２年間の最大の成果として “武一

中サポーターズ～ぶいさぽ～”を立ち上げました。現

在、ボランティア登録者は在校生/卒業生保護者や地

域の方など約７０名。「学校でできるときだけちょこ

っとボランティア」を合言葉に、部活動の見守り、検

定の試験監督、校内掲示や印刷など軽作業のお手伝い

をしています。 

令和６年度 ぶいさぽ活動実績 （ボランティア延べ人数） 

【部活動見守り】 

１学期２２名、２学期２７名、３学期８名 

【検定試験監督】 

英検 第１回９名（受験者数１０５名）/第２回７名（受験者数７６名） 

漢検 第１回５名（受験者数６４名）/第２回４名（受験者数５２名） 

数検 第１回５名（受験者数１８名） 

本郷会長     三原副会長    稲葉委員    南部委員 

岡田委員     鑑江委員    深田委員    佐藤委員 
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武蔵野市立第一中学校 開かれた学校づくり協議会  icchu-hirakare@g.musashino-city.ed.jp      

第１回（４月１０日） 

 第１回は委員の皆さんの自己紹介から始まり、正副会長の選出、中嶋校長より今年

度の学校経営計画について説明がありました。またモデル校として活動した２年間の

振り返りとして、働き方改革に関連して先生方の負担を軽減するために実現させた“武

一中サポーターズ～ぶいさぽ～”の成果報告があり、今後はこの活動を軌道に乗せて

いかに長く続けていくか、次の段階に向けて熟議を重ねていくことになりました。 

 

第２回（５月２３日） 

 第２回のテーマは、生徒と地域が交流できる子供たちの居場所づくり。親で

も先生でもないサードプレイスとして生徒たちの悩みや困っていることを聞い

たり、生徒の様子の変化に気づき先生へ繋げられるような存在になれたらとい

う思いから、他の自治体の例などを参考にディスカッションをしました。 

 

第３回（６月３０日） 

 第３回は各学年の先生方にご参加いただき、生徒のボランティア活動、居場所づく

りをテーマにグループディスカッションをしました。先生を交えたざっくばらんな意

見交換を通して、学校業務の現状や課題をお聞きすることができました。また先生方

には協議会の役割と会議の雰囲気を知っていただくこともできて、相互理解が深まる

有意義な時間となりました。 

第４回（８月２９日） 

 第４回は生徒ボランティアについての熟議をしました。実際に一中生がボ

ランティアとして参加した一小夏まつりでは活躍と同時に様々な課題も見つ

かり、今後ボランティア活動を積極的に進めるために必要な仕組みづくりに

ついて意見を交わしました。 

９月２日 一中図書室にて、各校の委員や校長・副校長先生など

総勢３４名が集まり、自己紹介の後に５つのグループに分かれて

意見交換を行いました。 

テーマは「三校連携してできそうなワクワクすること」 

会の冒頭で本郷会長より「学校と地域と家庭と当事者である児

童生徒この４つが四輪駆動となっていくことが大切」とのお話が

あり、学校や児童生徒のためという思いをひとつに、委員それぞ

れの立場や豊富な経験から熱く活発な意見が交わされました。      

各グループの発表では小学校中学校の垣根を越えた様々なアイ

デアが飛び交い、無限の可能性を感じる貴重な機会となりました。 

会議の後は場所を移して懇親会も開かれ、楽しい歓談のひとと

きを過ごし三校の仲が更に深まりました。 

【一小/井之頭小/一中 三校合同 開かれた学校づくり協議会を開催】 


